
＜先輩からのメッセージ＞             

 

平成 31 年 3 月卒業生から後輩への受験についてのアドバイスです。 

 

 

「焦りや不安に打ち勝つために」   

九州大学・理学部・化学科 石 井  健 

私は、一般入試前期日程で九州大学理学部化学科に合格した、石井健です。私が皆

さんに志望校に合格するために伝えたいことは二つあります。 

一つ目は、センター試験についてです。一年生は入学共通テストというものに変わ

るので話が変わってくるかもしれませんが、文系の人は理系教科を捨てない、理系の

人は文系教科を捨てないということです。自分の得意教科から、文系理系を選択した

人が多いと思いますが、センター試験は、すべての科目が受験にかかわってきます。

そこで、苦手教科をおろそかにすると直前になって、焦りや不安が出てきます。私

は、センター試験の一週間前に焦って、古文の敬語表現を勉強していました。そうな

らないために、苦手教科の基礎だけでも、おろそかにせず、不安要素を出来るだけな

くして、センター試験に臨んでほしいと思います。 

二つ目は、自分なりのリラックス法をつくることです。緊張した時のために緊張を

ほぐす方法をつくっておくことは大事だと思います。実際、私は試験本番で、試験会

場に一番に入ることや、試験五分前にストレッチをするなど行っていました。緊張し

ていなくてもルーティーンとしてリラックスすることで、いつも通りの力を発揮でき

ると思います。そのために受験までに、何でもよいと思いますが、自分が一番緊張を

ほぐせるリラックス法を見つけてほしいと思います。 

やはり試験は時間との勝負ですので、焦りや不安は合否に深く関わってくると思い

ます。焦りや不安に打ち勝つ力をこれから身につけていけば、本番で、いつも通り、

いつも以上の力が発揮できると思います。先生方は皆さんを志望校合格のために全力

でサポートしてくれます。実際私は、一対一の個別授業や記述試験の添削など様々な

サポートをしていただきました。先生を信じて努力していけば自ずと力はついてきま

す。私は無理して勉強するのはおススメしませんが、自分に自信をもって試験に臨め

る努力をしてほしいです。自分が納得のいく努力をして来年、再来年の受験で後悔の

ないようにしてください。皆さんの良い結果を期待しています。頑張ってください。 

 

 

「モチベーションを保ち続けて」 



熊本大学・理学部・理学科  大 原 裕 登 

 私からみなさんに伝えたいことが２つあります。１つ目は、何度も言われたことが

あると思いますが、モチベーションを保ち続けて欲しいということです。個人的には

これが受験と向き合う中で 1番難しかったです。私はかなり人に左右されるタイプの

人間なので、周りによく流されていました。そんな私にとってモチベーションを保つ

ためにしていたことがあります。それは、自分より頑張っている人を見るということ

です。身近な友達に毎日コツコツと頑張っている友人がいたので、気持ちが沈んでい

た時は『あいつは今やっているぞ』と言い聞かせて机に向かいました。また私はよく

YouTube などから受験関連の情報を得て勉強していました。ある時、冬休みに一日 20

時間勉強している人がいるということを知りました。さすがに真似はしなかったとい

うか、できませんでしたが、その動画を見て『全国にはこんな奴もいるのか』と自分

の中の常識を覆されたのを今でもよく覚えています。それ以来、20 時間勉強の人を頭

に思い浮かべ、少しでも追いつこうと思いながらモチベーションを保って勉強を続け

ました。 

２つ目に伝えたいことは、自分でよく考えて納得した上で決断をして欲しいという

ことです。これは例えば先生や友達の話を信じるにしても信じないにしても自分が今

納得できているのならそれを正しいと思って進むということです。この合格体験記の

内容も適度な疑いを持って聞いてほしいです。自分が一、二年生のときは本当に馬鹿

正直に言われたことをただこなすだけで、『この勉強をしたらこうなるだろう』とい

った考えもなくただひたすらやっていました。そのときは勉強さえすればいいという

思考だったので弱点克服などろくにせず模試では点数に直結していませんでした。

今、自分にとって必要な勉強は何かを考えていなかったからです。他にも、なんとな

く模試の点数が高かった、低かったで一喜一憂していました。しかし本当に注目すべ

きは、この分野をあれほど勉強したのにそこの点数が取れていなかったというような

ことだと思います。その勉強法が間違っていたり効率が悪かったりするかもしれない

からです。振り返って見つめ直すことは辛いですが、成長のために必ず必要です。ま

た私は初期に国語の勉強をおろそかにしていたにも関わらず点数が伸びないことに落

ち込んでいました。しかし、疎かにしていたため点数が伸びなかったのは当然のこと

でした。ただし国語が疎かになるほど他の教科を絶対に固めると自分で納得した上で

勉強していきました。 

受験勉強はなかなか辛かったです。これから受験勉強の中で本当に色々なことがあ

ると思います。しかし、自分でよく考えて行動し、自分の受験番号が掲示板に載ると

信じて後悔のない残りの高校生活を送ってください。 

 

「自分を信じて」 



九州工業大学・工学部・工学 2類 岡 﨑 統 哉 

皆さんはもう志望校を決めていますか。ほとんどの人がまだ先のことと考えていま

せんか。私が志望校を決めたのは 1年生の夏でした。早めから志望校を決めておくと

意識が変わります。そんな私から皆さんに伝えたいことは主に３つあります。 

 1 つ目は、勉強はひとまず質よりも量をこなすということです。量をこなしてこそ

勉強の質が上がると思うからです。ただ、いきなり何時間も勉強するのは難しいと思

うので、毎日の課題などから少しずつ始めて勉強時間を増やしていってください。そ

うはいっても、部活などで帰るのが遅くなり、勉強時間があまり多く取れないことが

多いと思います。まずは毎日の授業時間を大切にして、先生方をしっかり頼ってくだ

さい。私は 1,2 年生のとき、勉強は授業と課題が中心で他はほとんどしたことがあり

ませんでした。部活を引退してからは、授業時間も含めて 1日最低 10 時間以上勉強を

するようにしました。皆さんは早めに丸 1日空いている日にでも 14 時間ぐらい勉強を

して、慣れていってください。 

2 つ目は、苦手な教科から逃げないでほしいということです。私は国語と英語が苦

手でいつも足を引っ張っていました。でもそうなったのには理由があり、3年生にな

るまで単語や文法をほとんどせず後回しにしてしまっていたからです。私のようにな

らないためにも、苦手な教科を後回しにせず、早に手を付けて苦手をなくしてくださ

い。私は、センター試験において得意教科で得点できなかった分を苦手教科でカバー

することができました。最後に助けてくれるのは苦手教科かもしれません。苦手教科

を諦めることなく、全教科を自分の武器にしてください。 

最後は、自分に対して絶対的な自信を持ってほしいということです。自分自身を信

じることができなければ、成績は伸びないし勉強しても身につかないと思います。私

はセンター試験直前模試で今までの最高点から 100 点近く落ちたときがありました。

しかし、落ち込むことなく自分を信じて勉強を続けた結果、センター試験では自己ベ

ストを出すことができました。まずは自分の可能性を信じて、絶対的な自信を持って

ください。そして勉強をすることでその自信を確かなものにしてください。 

 最後まで諦めずに勉強をすれば、必ず自ずと結果はついてきます。応援していま

す。頑張ってください。 

 

  

「受験を通して学んだこと」 

鹿児島大学・法文学部・法経社会学科 豊 増 和 宏 

私は受験を通じて様々なことを学び、経験しました。その中で大切だと感じた３つ



のことを伝えたいと思います。 

 １つ目は「計画的に取り組むこと」です。勉強はただひたすら目の前の問題に取り

組むのではなく、例えばセンター試験の日から逆算して何をするのかなどを明確に

し、計画的に実行することが大切です。そうすることによって効率よく、メリハリの

ある学習ができます。私は勉強を計画的にしなかったせいで、途中で成績が伸び悩ん

だり、何をすればいいのか分からなくなったりして、苦い経験をしました。皆さんは

そういうことがないように計画的に取り組むことを心掛けてほしいです。 

 ２つ目は「常に結果を追い求める姿勢を持つこと」です。テストや模試で予想以上

に良い点数がとれた時は本当に嬉しいものですが、そこで満足して勉強に熱が入らな

くなると、周りの頑張っている人たちにすぐ抜かされて、取り返しのつかない事態に

陥ってしまいます。逆に、今いい結果を残せていない人でも、諦めずにいい結果を追

い求めて頑張り続けていれば、受験に勝利するという最高の結果を手にすることがで

きるはずです。 

 ３つ目は「困ったことや分からないことがあればすぐに学校や塾の先生、友人に頼

ってみること」です。どんなに些細なことでも、それを一人で抱え込んで分からない

ままにしておくことが一番良くないし、後に悔やんでしまうことにも繋がりかねませ

ん。自分自身のためにも信頼できる人に頼ることは大切です。また、受験において情

報量を増やすことはとても重要です。学校や塾の先生方は勉強法や進路、大学のこと

などについてたくさんのことを知っていますので、相談したり、話を聞いたりするこ

とで何か受験において有利な情報を得ることができると思います。 

 以上が、私が皆さんに伝えたかったことです。受験勉強は大変だと思いますが、最

後まで頑張ってください。皆さんの健闘を祈っています。 

  

 

「大切なこと」 

佐賀大学・医学部・看護科 太 田 朋 花 

私は推薦入試で佐賀大学に合格しました。 

推薦入試は受験のチャンスが増えるという点ではプラスかもしれません。しかし、

周りの友人たちはセンター試験に向けてどんどん勉強していきます。推薦入試で合格

が決まる保証もないなか、推薦の勉強とセンター試験に向けての勉強を両立していく

のはとても大変で、不安でした。また、私は養基祭のリーダーもしていたため勉強時

間が減り、焦りがすごくありました。しかし、推薦入試は自分がこの大学に入学した

い、という思いをより強く伝えられる場でもあると思います。志望校が決まった人は

ぜひ推薦入試についても調べてみてください。また、推薦入試を考えている人は特



に、高校生活で様々なことに挑戦して下さい。部活動での経験や取得した資格、ボラ

ンティア活動などたくさんの経験は面接や自己推薦書を書くうえで重要な材料となり

ます。 

次に、私が勉強をしていくうえで大切だと思うことについてです。まずは、勉強の

習慣を身につけることです。部活が忙しく勉強する時間がないという人もいると思い

ます。私も部活をしていたため一、二年生の頃はあまり勉強時間がとれていませんで

した。そんな人でも課題などの提出物は必ず出してください。推薦は評定平均が大学

の指定する値を超えていないと受験することすらできません。まずは課題をこなし、

毎日少しの時間でも勉強することで、だんだんと勉強の習慣が身についていきます。

勉強の習慣が身につけば勉強することが苦ではなくなります。もう一つは、一緒に勉

強する友達を見つけてほしいということです。やる気が出ないときでも友達と一緒に

勉強することで頑張れます。分からないところを教えあうことでより理解が深まりま

す。受験でメンタルがボロボロになっていくなかで励まし、応援してくれる友達はと

ても支えになります。 

これから大変になると思いますが、最後まで絶対に諦めず頑張ってください。私の

友達も『今できること、すべきことを考えてそのことに全力で取り組んでほしい。悔

いを残さないためにもすぐに言い訳して逃げるのではなく、目の前の物事に一生懸命

になることが大事』と言っていました。分からないことがあれば先生や親、先輩に相

談してください。経験者に尋ねるのが一番です。この合格体験記も読んでぜひ参考に

して下さい。素直になることが成功する秘訣です。応援しています。 

 

 

「僕の失敗から」 

佐賀大学・理工学部・理工学科 片 山 陸 人 

 僕が受験で必要だと思うことは二つあります。 

  一つ目は勉強の仕方です。まず、苦手科目を作らないように勉強してください。特

に、国語・英語・数学の三教科の中で苦手な教科がある人は今すぐ克服するようにし

てください。なぜなら、センター試験でのこの三教科の配点は 200 点であり、他の教

科より配点が高く、合計点も底上げしやすいからです。理系だから国語はいらない、

文系だから数学はいらないと言わずに苦手な教科をつぶしていってください。 

 二つ目は、これはもうすぐ三年生になる、特に理系の人達に該当することですが、三

年生になると問題演習の機会が増えます。その時に、一つの問題を解き終えた後すぐ

答えを見るのではなく、すべての問題を解き終えた後に答えを見た方が良いというこ

とです。センター試験の後に行われる二次試験の数学・物理・化学では、大問の初め



の問題を間違えると、後ろの問題もすべて間違えたりすることもあります。また、答

えがとてもとても複雑な答えになることがあります。したがって、「本当にこの答えで

合っているの？」と思いながらも冷静に解き進める訓練をしておかなければなりませ

ん。冷静に解く訓練を怠り、答えがあっているか不安なまま解き進めると、計算間違

いをしやすくなります。これは僕の体験談なのですが、僕は問題を解いたらすぐ答え

を見ていました。そのため、実際の二次試験の物理の時に、必要以上に不安に感じな

がら解き進めなければならず、見事に計算間違いをしました。一つの大問で 50 点満点

中 50 点取れたと思っていたら、実は 5点しか取れていませんでした。 

三つ目は、大学のことをよく調べるということです。僕は一つ目で言ったとおり、

二次試験で失敗しました。しかし、僕が大学に合格できたのは受験する大学のことを

よく調べていたからです。例えば、佐賀大学は英検二級を持っていれば、センター試

験の英語の点数を七割・八割保証してくれます。九州工業大学でも GTEC を持っていれ

ば点数をプラスしてくれたり、面接にも役に立ったりします。そのためにも、受験す

る大学のことはよく調べていた方が良いです。 

最後に、あきあきらめないで勉強すれば、きっと自分の志望校に合格できます。 

頑張ってください！！ 

 

 

「私の受験生活」 

            弘前大学・農学生命学部・生物学科 山 上  楓 

  受験勉強を本格的に始めた３年生の養基祭後の話をします。 

私は総体後に志望校を決定しました。私は小さいころから生き物が好きでした。で

すので、生物学を勉強でき、様々なバイオームを勉強できる大学を志望しました。 

養基祭後、私はまずスマートフォンを母に預けました。また、テレビを見ず、持っ

ていた漫画をすべて押し入れに片付け、ゲーム類は姉に渡し、音楽プレイヤー以外の

娯楽のものはすべて自分の周りから無くしました。 

勉強は家ではなく、図書館や学校でしていました。家だとすぐ気が散り、集中が長

続きしなかったからです。内容は、今までの授業や過去問の復習、問題集を用いた演

習などでした。また、私は自作のまとめノートをつくっていました。まとめノートは

自分の苦手分野や暗記する内容などをまとめたもので、模試の直前や休み時間に復習

する際などに便利です。教科書や授業用ノートをみるのもいいのですが、教科書はノ

ートと比べると重いですし、授業用ノートは数冊になる場合が多いと思います。それ

に比べ、まとめノートは重要な部分だけをまとめているので教科書などを見るよりも

効率がいいです。みなさんも是非つくってみてください。 



平日は仲のいい友人と朝から下校時間ギリギリまで学校のオープンスペースで勉強

していました。友人とは質問しあったり、雑談したりもしました。友人は誰よりも自

分のやる気を高めてくれる競争相手だと思います。成績が下がってしまい、勉強のや

る気がなくなっても、隣で一生懸命勉強している友人をみていると「負けるものか」 

「自分もやらねば」と思い、再びやる気を高めることができました。 

また、周囲の友人が合格していく中で、不安になった時に声をかけてくれた友人や

先生方のおかげで、後期まで集中が途切れることなく勉強し続けることができまし

た。土日・祝日は主に図書館で勉強しましたが、学校が開いていたときは学校に行き

ました。家では自作のノートや教科書を使い、寝る前に復習する程度で、演習をする

といったことはしませんでした。三度の食事はきちんと取り、21時か 22 時で就寝す

るようにし、健康には特に気をつけました。 

最後に、受験は本当に何がおこるかわかりません。模試などでどんなに判定が良く

ても合格できないときもありますし、逆に私のように Eや D判定をとっていても合格

するときもあります。 

皆さんも諦めずに努力し続けてください。皆さんが合格できることを心から祈って

います。 

 

 

「二次試験について」 

県立広島大学・保健福祉学部・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害学科 立 石 万 里 菜 

私は二次試験対策についてお話します。 

 最初に、二次試験対策が始まって驚いたことがあります。それは、国公立大学の二

次試験を受ける人数の少なさです。しかし辛くはありませんでした。なぜなら、少な

くても共に頑張る仲間がいたからです。また、すでに合格が決まっている友人も相談

に乗ってくれるなど色々と協力してくれました。受験勉強における仲間、友人の存在

は大きいものです。また、私立大学の合格が決まると、もう私立大学でもいいかなと

いう気持ちが芽生えてきます。私は、当初は浪人してでも第一志望の大学に行きたい

と思っていました。しかし、私立大学の合格が決まると、第一志望に落ちたら私立で

もいいかなと思うようになりました。ですので、行きたい大学があるのであれば、意

思は強く持っておくことが大事です。 

 二次試験対策をしていく中で私が一番悩んだのは対策の仕方です。なぜなら、私の

志望大学の二次試験は小論文と面接だったからです。ここで私が取り組んだ小論文、

面接の対策方法をお話します。まずは小論文対策についてです。小論文には型という

ものがあります。早いうちから自分に合った型を見つけておくと良いです。そうする



ことによって、型に当てはめていくだけで文章を書くことができます。また、小論文

では具体例を用いることがよくあります。私はネタ探しとして、論点やキーワード朝

日などの本、テレビやインターネットのニュース、他大学の小論文の課題文などに目

を通していました。 

次に、面接対策についてです。まず、私は面接で過去に聞かれた内容をインターネ

ットで探しました。しかし、私の志望学科の過去問は少ししか見つかりませんでし

た。そこで私は、他学科で聞かれたことも自分の志望学科に置き換えて答える内容を

考えました。また、私の面接における課題は、明るくハキハキと話すことでした。ど

ういった方法で練習をしたかというと、インターネットでコツを調べ、鏡の前で面接

の練習をし、自分の声を録音しました。自分の声を録音して聞いてみることは大事で

す。私は自分の声を録音してみて、自分では明るく話していたつもりなのに、録音し

た声は全然そうではなかったことにとても驚きました。 

 小論文、面接に苦手意識を持っている人は多くいると思います。しかし大丈夫で

す。最初は書けなくても、練習していけば書けるようになります。私も最初は一文字

も書けませんでした。書けないなら書けないと先生に言って良いのです。面接は大学

の人とのおしゃべりくらいに思っておけば良いと思います。そして、小論文を書い

た、面接の練習をしたという経験は大学に入ってから、社会に出てからも役に立つは

ずです。皆さんのことを応援しています。 

 


